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平成２６年４月の業界情報 （先月の動向） 

 
（１） 仕事と介護、両立したい 

 家族の介護は、誰でも直面しうる課題です。しかし、女性が介護の主な担い手とし

て期待されるケースは今なお多くあります。女性が働き続けるうえで、仕事と介護の両立

は切実なテーマです。 
介護しながら働く人の半分以上は女性 
 全体２９１万人 内 女性５５％（１，６０１，０００人） 

男性４５％（１，３０９，０００人） 
介護離職した人の８割が女性（過去５年間） 
 全体４８７，０００人 内 女性３８９，０００人 
              男性 ９８，０００人 
（2014 年 3 月 1 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２） 住宅照明 全てＬＥＤに － パナソニック 蛍光灯器具、生産終了 

 パナソニックは、２０１５年度中に生産する住宅用の照明器具のすべてで発光ダ

イオード（ＬＥＤ）を採用すると表明しました。蛍光灯や白熱灯など旧来の光源を使った

照明器具は生産を終了します。オフィスや商業施設向けの照明器具では、旧来の光源を使

ったタイプの生産も続けます。（2014 年 3 月 4 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（３） 気温２．５～３．５度上昇 － 日本の年平均、今世紀末に 

 中央環境審議会が中間報告書の素案をまとめました。 

 日本の年平均気温が過去１００年間で１．１５度の割合で上昇し、今世紀末にはさらに

２．５～３．５度上昇すると指摘しています。 
（2014 年 3 月 4 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（４） 緊急地震速報に精度高い新手法 － 気象庁、実際の観測震度活用 

 気象庁は、複数の地震が同時発生した場合の緊急地震速報の精度を上げるため、実

際の観測震度などを加味した新たな予測方法を採用すると発表しました。 
（2014 年 3 月 5 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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（５） サンシャイン６０地震対策の工事 － 鹿島 最上階の揺れ半減 

 鹿島は、東京都の超高層ビル「サンシャイン６０」の耐震工事を始めると発表しま

した。巨大地震で予想される、ゆっくりと長く揺れる「長周期地震動」に備えます。 
 最上階の６０階の揺れを半減させられるといいます。 
（2014 年 3 月 6 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（６） 中小、景気「回復」４７％ 前回比１３ポイント増 

 大阪シティ信用金庫は、大阪府内の中小企業を対象とした景気の実感についてのア

ンケート結果を発表しました。 
 景気が「回復している」と回答した企業は全体の４７．０％と、昨年７月の前回調査か

ら１３．５ポイント増加しました。「回復している」と回答した企業のうち、建設業が最も

高い６４．４％でした。 （2014 年 3 月 6 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（７） パーキンソン病 ｉｐｓ細胞で治療 － 京大、２０１６年にも 

 京都大学ｉｐｓ細胞研究所は、ｉｐｓ細胞を使い手足などが震える神経の難病で

あるパーキンソン病を治す臨床研究を２０６年にも始めます。ｉｐｓ細胞から育てた神経

細胞を移植し、脳の機能を回復させます。  
（2014 年 3 月 7 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（８） 日用品こだわる楽しみ － 平均購入単価 ６年ぶり上昇 

         柔軟剤、香り長く  浴室、煙で防カビ 

 日用品で少し単価の高い商品を選ぶ消費者が増えています。 

 香りが長く楽しめる柔軟剤や、煙で簡単に浴室のカビ発生を防ぐ製品などが人気を集め、

２０１３年の主要日用品の平均単価は６年ぶりに前年を上回りました。 
 景気回復で消費者心理が上向く中、暮らしの中でもこだわりを見つけ満足感を求める動

きが広がっているようです。 
 ライオンが２０１２年に発売した「ルックおふろの防カビくん煙剤」（店頭想定は５００

円前後）は、使用すると浴室のカビ発生が抑制でき、天井などのカビ掃除が容易になりま

す。一般的なカビ取り剤１００円程度高いですが、２０１３年末までに累計７００万個売

れました。 （2014 年 3 月 7 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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（９） 太陽光、税込３６円台 － 来年度買い取り価格 ２年連続下げ 

 経済産業省は、再生可能エネルギーの固定価格買い取り制度に基づく太陽光（出力

１０キロワット以上）の価格を、２０１４年度は１キロワット時あたり３６円台（税込）

に下げる方向で最終調整に入りました。今年度は３７．８円でした。価格引き下げは２年

連続となります。 （2014 年 3 月 7 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１０） 首都圏と災害応援協定 － 関西広域連合 被災時に職員派遣 

 関西広域連合と首都圏の９都県市は、東京都内で災害時に相互に応援する協定を結

びました。どちらかが被災した場合、もう一方が職員を派遣したり避難者を受け入れたり

できるようにします。 （2014 年 3 月 7 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１１） 再生エネ 普及に壁  太陽光優遇が誤算 
               洋上風力 漁業と共存必要 

 経済産業省は、再生可能エネルギーの買い取り価格を固めました。太陽光パネルで

発電した電気の価格を２年連続で引き下げる一方、風力発電の価格を引き上げます。風力

を再生エネの新たな柱に育てる狙いです。ただ、規制やコスト面など普及への壁はなお高

くなっています。 
２０１４年度 
太陽光（家庭向け）：３７円（１キロワット時あたり、税込） 
太陽光（企業向け）：３２円（１キロワット時あたり、税別） 
洋上風力     ：３６円（１キロワット時あたり、税別） 
（2014 年 3 月 8 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１２） 自転車のマナー「問題ある」９１％ 
          幼いころから交通教育必要 

 自転車に乗っている人のルールの順守やマナーについてのアンケートで、「問題が

ある」「多少、問題がある」とする回答が全体の９１％を占めました。 
 回答者自身が自転車のルールやマナーを守っているかを聞いた質問の答えは、「あまり守

っていない」「まったく守っていない」は合わせて１６％にとどまっていて、９割以上がマ

ナーの悪さを実感する実態との矛盾を感じさせました。 
（2014 年 3 月 10 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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（１３） 国産丸太が値下がり ― 杉６％安  住宅向け需要一服 
                寒さで製材加工に遅れも 

 国産丸太の２月の平均取引価格は、杉の柱用が８か月ぶりに下落し、前月比６％安

くなっています。桧は同じく２％安くなっています。 
（2014 年 3 月 11 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１４） 中古マンション 私好みに改造  間取り広く・キッチンこだわり 
           若い世代安さ評価 「新築信仰」薄く 

 中古マンションを購入する際に、間取りやキッチンなどの設備を大幅に変更する

「リノベーション」が若い世代を中心に人気を集めています。 
 自分好みの部屋をつくれるうえ、新築を購入するより２～３割安くなります。若年層は

中古への抵抗感も少なく、「新築信仰」が根強かった日本の住宅市場も変わりつつあるよう

です。 
リノベーションとリフォーム 
 リフォームが壊れた水回りなどの設備や内装の改修に留まるのに対し、リノベーション

は間取りから抜本的に見直して全く違う部屋に造り替えます。キッチンや壁、天井を取り

払った後、好きな間取りに変更できます。 
（2014 年 3 月 11 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１５） 近畿の防災力 官民磨く － 東日本大震災３年 
       自治体 進む連携 職員相互派遣や合同訓練 
       企業 災害対策急ぐ 岩谷産業 ＬＰガス拠点補強 
                 ＪＲ西  新幹線の脱線防止 

 東日本大震災から３年。近畿でも南海トラフを震源域とする巨大地震と、それに伴

う津波で大阪、和歌山、兵庫各府県を中心に甚大な被害が懸念されます。 
 大震災を教訓に各自治体は広域連携を強め、新年度予算案で防潮堤整備など災害対策に

重点を置きます。エネルギーや鉄道などのインフラを支える企業は拠点などの耐震補強を

急ぎ、メーカー各社は生産活動を維持できる体制づくりに手を打ちます。 
（2014 年 3 月 11 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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（１６） 街角景気、増税後を懸念 － 近畿２月見通し ３か月連続悪化 

 内閣府発表の２月の景気ウォチャー調査によると、２～３か月後の街角の景気見通

しは近畿で７．９ポイント低下しました。 
（2014 年 3 月 11 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１７） 借りた家、私好みに改修 － 国交省、賃貸契約に新方式 
           退去時はそのままで  家主負担も軽減、空き家活用 

 国土交通省は個人が住宅を貸し借りしやすくする新たな仕組みを導入します。 
 入居者がキッチンなどの設備や内装を自由に変更して、そのまま退去する賃貸契約を認

めます。家主による清掃や修繕も不要にして、貸し出す際の負担を軽くします。 
 空き家の増加が問題となるなか、貸し手と借り手の双方にメリットのある契約方式を普

及し、住宅の有効活用につなげます。 
 国交省は、家主が周辺相場よりも安い家賃で入居者を募集できるようになると期待して

います。国交省が中古住宅の賃貸流通に力を入れるのは、空き家の増加に歯止めをかける

狙いがあります。 
 全国の空き家は２００８年時点で約７５６万戸と１０年前から３割以上増え、全住宅に

占める割合は１３％に達しています。（2014 年 3 月 14 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１８） 住宅 戸建、長引く反動減 

 消費増税前の駆け込み需要後も好調な販売が続いている分譲マンションに対し、注

文住宅は反動減がとまりません。昨年１０月から、大手各社の受注額は前年実績を１割以

上下回るペースが続いています。 （2014 年 3 月 14 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（１９） ２０２４年度までに全世帯導入 － 次世代電力計 
           家庭、節電しやすく  大手電力１０社、計画前倒し 

 東京電力など大手電力１０社は、次世代電力計（スマートメーター）を２０２４年

度までに全世帯に配布する方針を固めました。対象は約８０００世帯。 
 電機の使用状況を３０分ごとに把握できるスマートメーターを使うと、家庭は節電しや

すくなります。各社は設置完了の計画を最大で８年前倒しして、電力小売り自由化後の競

争に備えます。 （2014 年 3 月 15 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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（２０） 医療・福祉、最大産業に － 厚労省３０年推計  
就業者数９０８万人 

 厚生労働省の推計によると、２０３０年には産業別の就業者数で、医療・福祉の分

野が最大になることがわかりました。 
 医療・福祉の就業者数は２０１２年と比べ最低でも２０２万人増え、９０８万人になり

ます。大幅に減る卸売・小売業と製造業を抜き、首位になります。 
（2014 年 3 月 15 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２１） リフォーム融資 金利「ゼロ」 － ＬＩＸＩＬ増税後の需要喚起 

 ＬＩＸＩＬグループは、リフォームを希望する消費者を対象に、ローン金利をゼロ

にするサービスを始めます。協力関係にある工務店の一部が実質的に金利を負担する仕組

み。新たな需要を掘り起こし、消費増税後の落ち込みを軽減する狙いです。 
（2014 年 3 月 18 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２２） 建設鋼材・木材の上昇一服 － 駆け込み需要 落ち着く 
          メーカー、減産の動きも 

 建設用の鉄筋や丸太などの価格の上昇が一服しています。 

 駆け込み需要が落ち着いてきたためですが、建設現場の人手不足で資材の荷動きが停滞

している影響も強くあります。鋼材や木材は２０１３年夏ごろから値上がりを続けていま

したが、反落する品目も出始めました。需給を引き締めるためにメーカーが減産する動き

も出ています。 （2014 年 3 月 18 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２３） 三大都市圏、６年ぶり上昇 － 公示地価 全国、下げ幅縮小 

 地価の回復が広がっています。国土交通省が発表した２０１４年１月１日時点の公

示地価で、東京、大阪、名古屋の三大都市圏は、前年比０．７％上昇とリーマン・ショッ

ク前の２００８年以来、６年ぶりのプラスに転換。過半数の地点で地価が上がりました。

全国平均も０．６％下落とプラスに迫っています。 
 土地デフレはほぼ終息しましたが、消費増税前の駆け込みや金融緩和など政策の下支え

も大きくあります。 （2014 年 3 月 19 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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（２４） 商業地 ６年ぶり上昇 － 公示地価 
大阪圏１．４％ マンション押し上げ  再開発効果も波及 奈良は下落続く 

 国土交通省が発表した公示地価は、大阪圏（大阪府、京都府南部、兵庫県南部、奈

良県の主な地域）の商業地が１．４％上昇と、６年ぶりに上向きました。都心部の旺盛な

マンション需要が地価を押し上げました。住宅地は０．１％下落と６年連続のマイナスで

すが、下落率は２０１３年より縮小しました。大型開発や景気のの回復基調が地価にも波

及してきました。 
 大阪圏の商業地の上昇地点の割合は、前年の３倍以上に増えました。 
 大阪府の商業地は６年ぶりに上昇し、１．９％伸びました。住宅地は０．２％下落。６

年連続の下落ですが、率は４年続いて縮小しました。 
 京都府、滋賀県も商業地が６年ぶりにプラスに転じました。住宅地も４年連続で下落率

が縮小しました。 
 奈良、兵庫、和歌山の３県は商業地、住宅地とも下落が続いています。 
 兵庫県はリーマン・ショック後の２００９年以降下落が続きますが、下落率は縮小して

います。 
 和歌山県は商業地、住宅地とも２３年連続で下落しました。下落率は３年連続で縮小。 
（2014 年 3 月 19 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２５） マンション供給息切れ － 首都圏２月発売２４％減 
          在庫不足、需要は強く 

 不動産研究所がまとめた２月の首都圏のマンション発売戸数は前年同月比２４．

１％減となり、１０か月ぶりに前年実績を下回りました。発売戸数は２６５１戸。 
 在庫が約２０年ぶりの低水準まで減少。品不足になり供給が息切れした格好です。 
 近畿圏の２月の発売戸数は、２１．２％減の１６６８戸でした。 
（2014 年 3 月 20 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２６） マレーシア産丸太１％高 － 対日３月積み 

 輸入丸太の対日価格が２か月ぶりに上昇しました。マレーシア産の３月積み価格は、

前月に比べ１％高くなっています。（2014 年 3 月 26 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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（２７） 針葉樹合板在庫 ２月末８％減 － 国内メーカー、前月比 

 農林水産省発表の針葉樹合板の国内メーカー在庫は、２月末で前月比８％減でし

た。減少は５か月連続。 （2014 年 3 月 26 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２８） 外国人労働者を拡大 － 建設業で実習延長 
         東京五輪まで期間延長 政府・与党調整 再入国も認める 

 政府・与党は、人手不足が深刻な建設業で外国人労働者の受け入れを拡大する方向

で調整に入りました。 
 外国人向けの技能実習制度を実質的に拡充し、最長 3 年間の受け入れ期間を 2 年延ばし

たり、加古の実習生の再入国を認めたりします。 
 受け入れ人数は、ピーク時に現状の 2 倍の 3 万人規模に増える見通し。 
 2020 年の東京五輪に向け「即戦力」を活用し、膨らむ建設需要に対応します。 
（2014 年 3 月 26 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（２９） 特養ホーム待機５２万人 － ２０１３年度 ４年間で１０万人増 

 厚生労働省は、特別養護老人ホームに入所できていない高齢者が、２０１３年度は

５２２，０００人に上るとの調査結果を発表しました。 
 前回調査の２００９年度から４年間で約１０万人、２４％増えました。 
（2014 年 3 月 26 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 
（３０） 物流停滞 － 船・トラック、不足深刻 
         工事進捗にも影響 

 鋼材や生コンクリート原料など資材を運ぶ船やトラックの不足感が強まって

います。長期の景気低迷で船やトラックを削減する動きが続きましたが、状況は一変。輸

送手段を動かす人手も足りません。 
 建設需要の高まりで、他の業者や運送会社が所有するダンプの稼働が高まっています。 
 大手ゼネコンの東京都内の現場でもトラック不足で工事が１か月遅れる案件が出ていま

す。  
 ２０１３年３月時点のトラックの登録台数は、１９９０年代から３割減少しています。 
（2014 年 3 月 27 日 日本経済新聞記事から抜粋) 


